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子どもの時間的社会化
―就学前教育のフィールド調査から―

大久保　心

1.　問題の所在
本研究の目的は，個人が所属集団内で時間のルーティンやルールを身につける過程である「時間的社

会化」が，就学前教育現場の園生活で生じる様相について解釈的アプローチで明らかにすることであ
る。

われわれの社会は，「行為が時計によって計られる時間（クロックタイム）にもとづいて相互に調整
されていることによって成り立っている社会」（浜2013:	234）である。それは学校生活においても例外
でなく，小学校に入学して以降，子どもたちは決められた時間割を一斉に経験するとともに，宿題を通
じた学校外での時間管理を自然と求められるようになるため（Moore	1963＝	1974）,	こうした学校文化
に適応できるか否かが，その後の学力や教育達成などに影響を及ぼす可能性がある。また，胡中（2017）
により父母の社会階層が中学生の生活時間に与える影響が示唆されたが，これは時間的社会化がP.	
BourdieuやB.	Bernsteinらによって論じられてきた文化的再生産と関連しうることを意味する。

このように時間的社会化は，現在の日本社会において不可避な現象であるとともに，格差の再生産を
めぐる議論と関連しうる要素でもあるため，その過程を把握することには大きな意義がある。そして，
クロックタイムに基づく学校文化への適応の如何が，就学前教育における園生活の時間的社会化を反映
していると仮定するならば，文化的再生産が出身家庭とともに出身園のハビトゥスの影響を受けると考
えられるはずだ1）。しかし，そもそも就学前の子どもが集団生活を通じてどのように時間的社会化を経
験するかについては，これまでの社会化研究では検討されてこなかった。そこで本研究では，これまで
の就学前教育の現場を対象とした社会化研究で焦点化されてきた日常的相互行為に着目し（清矢1983;	
柴野編1989;	結城1994;	芝田2005;	森2009など）,	就学前教育施設の現場における園児や先生2）の日常的
な相互行為場面を対象として，時間的社会化の原初形態について検討した。

2.　方法
本研究で用いたデータは，2015年9月から2017年12月にかけて実施した，認定こども園X園と保育

所Y園および保育所Z園の3園におけるフィールドノーツにもとづく観察データと，先生を対象とした
インタビューデータである3）。一般的な区分と同じく，3園では大まかに0～2歳児と3～5歳児の間で区
分されており，本研究では就学に近い学年である3～5歳児を対象に観察を行った。

観察やインタビューを通じて扱うデータの焦点化を行ったところ，クロックタイムにかかわる相互行
為が多く見られる，後に集団活動を控えた場面の分析に至った。分析方法として，1960年代にB.	Gla-
serとA.	L.	Straussによって提唱された質的調査法に修正を加えた「修正版グラウンデッド・セオ
リー・アプローチ（M-GTA）」（木下2003）を援用した。
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3.　結果
各園のクロックタイムに基づく時間規律をめぐる相互行為場面を分析し3園の共通点をまとめたとこ

ろ，図1のようにデータから得た概念やカテゴリーの関係を示した結果図が形成できた。本報告書で
は，紙幅の制限があるため，具体的なデータの例示なしでの説明を行う。

園生活では，朝の会や帰りの会，昼食準備など，クラス単位で園児集団全体が同じ活動を行う場面が
見られる。集団活動に向かって移行する場合には，その時点での行動に一旦の区切りをつける必要があ
り，園児自身に区切りまでの見通しをつけてもらうという先生側の意図からも，先生によりアナログ時
計を用いて「長い針で5まで」や「1時25分まで」などの予告がなされることが多い。ただし，その前
提として園児が1～12の数字を認識することが前提となるが，調査対象の3園とも3歳児の段階で認識
できているということであった。先生と園児の間でアナログ時計を用いた目安時間の共有が行われる
と，目安時間の象徴であるアナログ時計の長針や時刻が，その場にいる園児や先生の行動の基準とな
る。つまり，先生の恣意的な合図以上に，アナログ時計の表示に正統性が生じ，時間規律を守る園児に
も正統性が備わることとなる。

園児が時間規律に沿わない場合，「長い針が5になったのに○○していない」といったようにクロッ
クタイムを介して逸脱が可視化されてしまうが，時間規律からの逸脱は園児集団全体ではなく，個人単
位（もしくは部分的な園児集団）で生じる傾向にある。そこには，ある園児の逸脱が他の園児集団に支
障を与えるかどうかが先生の基準となっている側面もあり，園児全体で時間規律を守らないことは逸脱
として表面化しない事情があった。さらに，時間規律を守らない／守れない園児に対しては，「決めら
れた時間が来たから」というクロックタイムの正統性ではなく，「他の園児たちに迷惑がかかる」とい
う理由が先生により用いられ，説得の材料となる。先生はクロックタイムに合わせた行動をしない／で
きないことにネガティブな態度を示すため，園によっては，4歳児と5歳児において友だちや下級生に
対して，集団からの逸脱や先生からの注意を防ぐかのように，目安時間の到来を知らせる園児も少数な
がら存在していた。ただし，園児がクロックタイムに合わせて行動することは，先生にとっての教育上
のねらいではないため，園児の活動と時間を調整する場面で，園児の意思尊重と集団活動のバランスを
めぐる葛藤を先生に生じさせることも少なからずあるようだった。

図1　時間規律の社会化過程のフィールドデータに基づいた結果図4）
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4.　今後の課題
本研究の結果から，就学前の子どもについて，園生活内の先生や園児の日常的相互行為における，ク

ロックタイムをめぐる時間規律の受容および逸脱の過程に時間的社会化の実態を見いだすことができ
た。この点は，「子どもがどのようにして特定の文化的アイデンティティを獲得するのか」とともに，

「その過程とそのようなアイデンティティに対して子どもがどのような反応をするのか」の両方を含
む，というBernstein（1971＝	1981:	212）の社会化概念に沿うものといえよう。そして，時計が表示す
る長針や時刻は，集団生活における相互行為を通して園児たちの時間規律の受容と逸脱における視覚的
象徴としての重要な役割を果たしており，子どもたちは時計の針や数字に付与されている社会的な意味
を次第に身体化していくものと考えられる。つまり，子どもたちは他者と時間を合わせる「共時化」

（Moore	1963＝	1974）を就学前教育の段階から日常的に身体化しているといえよう。ただし，このよ
うな時間的社会化の過程は一様ではなく，所属する園や担当する先生，普段の仲間集団により差異が発
生する余地には留意すべきである。しかし，本報告書では園同士の差異について認識をしつつも，デー
タに基づく差異への言及はあえて避けた。それは，園長といった責任者および先生の教育方針が園の教
育内容に強く作用する日本の就学前教育の多様性から考えれば（Holloway	2000＝	2004）,	園同士の差異
については容易に指摘しうることであるため，差異の性質や程度については園の教育方針，所属園児の
家庭の状況を踏まえながら慎重に提示する必要があるからだ。

そこで，今後の課題は，本研究で十分に検討しきれなかった次の2点に集約される。一つは，教育機
関をめぐる社会化と文化的再生産との関連の理論的精緻化であり，もう一つは，所属する園や担当する
先生，仲間集団による時間的社会化の差異が生じるメカニズムの把握である。これらにより，社会化研
究のさらなる深化につなげていきたい。

5.　関連業績
（学会発表）
大久保心，「保育者のタイムマネジメントと保幼小接続」，日本時間学会第9回大会，山口学芸大学，
2017年6月．
大久保心，「就学前教育における子どもの時間的社会化」，日本教育社会学会第69回大会，一橋大学，
2017年10月．

（学術論文・査読あり）
大久保心，2017，「就学前教育で生じるタイムマネジメントの分析視点」『時間学研究』8:	1–17.

注

1）	 ハビトゥス概念を用いてエリート高校を対象に学校文化の再生産と変動を論じた黄（1998）によれば，入学時
には家庭のハビトゥスが学校のハビトゥスから離れていても，生徒のハビトゥスが学校生活を経るうちに学校
文化への適応に向けてある程度の変容を遂げ，学校文化の共有に至るという。学校が，家庭の差異を露呈する
とともに，生徒の変容を促す機能を有する点から，就学前教育の園についてもそのような機能を考慮に入れて
検討する必要があろう。

2）	 保育所における「保育士」，幼稚園における「教師」，認定こども園における「保育教諭」について，本報告書
では一括して「先生」と表記する。

3）	 調査対象である就学前教育の施設についての概要を説明する。調査対象とした施設は認定こども園X園と保育
所Y園，保育所Z園の3 ヵ所で，すべて西日本に属する私立園である。X園は有限会社であり，A県にある人口
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30～40万のa市の住宅街に位置している。0～2歳児が約20名，3～5歳児が約70名所属しており，3～5歳児クラ
スの所属人数はほぼ同じである。また，3～5歳児については，午前中の学年別活動を除いて原則的に2つの縦
割りクラスで生活する。Y園は社会福祉法人であり，X園と同じくa市の住宅街に位置している。0～5歳児が約
100名所属しており，3歳児からの入園する園児はほとんどいない。Z園は社会福祉法人であり，B県にある人
口5～10万のb市に位置しており，住宅や田畑に囲まれている。0～5歳児が約120名所属しており，Y園と同じ
く3歳児からの入園ケースはほとんどない。

4）	 網掛け部分や太い矢印部分は，分析結果として最も頻繁に現れた事例の概念・カテゴリー同士の関係を示して
いる。
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